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副会長
山浦  稔 さん

副会長
土屋 敏子 さん

副会長
柳澤 正巌 さん

会　長
伊坂 倉一 さん

副会長
大塚 英明 さん

事務局長
吉澤  貢 さん

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
運
動
を
控
え
て
し
ま
っ

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
そ
ん
な
中
、
対
策
を
提
案
し
、
市
民
の

体
力
向
上
や
健
康
増
進
を
始
め
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
奮
闘
し
て
い
る
佐
久
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

NPO法人
佐久市スポーツ協会

市民の広場―
い
つ
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
か

　

昭
和
36
年
に
旧
佐
久
市
体
育
協
会

と
し
て
始
ま
り
、
平
成
17
年
に
旧
４

市
町
村
が
合
併
、
平
成
28
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
し
、
令
和
4
年
9
月
30
日

か
ら
「
体
育
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
」
に

変
更
し
て
、
現
在
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
佐

市
民
の
体
力
向
上
、
競
技
力
向
上
を
目
標
に
、
市
民

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
推
進
を
通
じ
て
、
健
康
で
明
る
い
、

元
気
な
佐
久
市
に

久
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
と
名
称
を
改

め
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
団
体
の
目
的
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い

　

ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
高
揚
に
努
め
て
、

市
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
連
絡
調
整
と

ス
ポ
ー
ツ
精
神
を
養
い
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
市
民
の
体
力
向
上
を
図
り
、

健
康
で
明
る
い
、
元
気
な
佐
久
市
に

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

―
コ
ロ
ナ
禍
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、

苦
労
し
て
い
る
こ
と
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、

練
習
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
地
域

の
大
会
が
延
期
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
中
で
ス
ポ
ー
ツ
に
い
そ
し
め
ず
、

体
力
が
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
市
民

の
方
も
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
一
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緒
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
十
分
に
行
い
、
各
種
大
会
や
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
、
体
力
向
上
、
健
康
維
持
に

役
立
て
て
も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
議
会
や
行
政
に
望
む
こ
と
は

　

利
用
者
の
た
め
に
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
整
備
を
、
今
ま
で
以
上
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
て
も
ら

い
た
い
。
ま
た
、
も
し
も
の
こ
と
を

考
え
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
体
育
館
だ
け
で
は

な
く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
す
る
各

種
団
体
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。

　

そ
し
て
、人
口
が
減
少
し
、ス
ポ
ー

ツ
人
口
も
減
少
す
る
中
で
、
中
学
校

等
の
部
活
動
の
地
域
移
行
は
丁
寧
に

行
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
し
て
佐

久
市
と
は
車
の
両
輪
と
し
て
、
部
活

動
の
地
域
移
行
を
は
じ
め
、
更
な
る

ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
と
市
民
の
体

力
向
上
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
推

進
の
た
め
、
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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令和４年
９月定例会

令和４年９月定例会を８月30日から９月
29日までの31日間の会期で開きました。
専決処分報告１件を承認、条例改正案、令
和４年度補正予算案及び令和３年度決算認
定など29件を可決及び認定、諮問案を１件
を同意、意見書案１件を可決しました。

令和４年佐久市議会９月定例会　議案審議結果
議案番号 議　　案　　名 審議結果

51 専決処分の報告について ◎

52 佐久市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ◎

53 佐久市防災行政同報無線通信施設条例の一部を改正する条例の制定について ◎

54 佐久市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について ◎

55 佐久市公園条例の一部を改正する条例の制定について ◎

56 佐久市生涯学習センター条例の一部を改正する条例の制定について ◎

57 小字の区域の変更について ◎

58 佐久市土地開発公社の解散について ◎

59 市道の路線認定について ◎

60 市道の路線廃止について ◎

61 令和３年度都市構造再編集中支援事業佐久市野沢会館改築（本体）工事請負契約の変更に
ついて ◎

62 令和３年度都市構造再編集中支援事業佐久市野沢会館改築（電気）工事請負契約の変更に
ついて ◎

63 令和３年度佐久市一般会計歳入歳出決算認定について ◎

64 令和３年度佐久市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ◎

65 令和３年度佐久市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ◎

66 令和３年度佐久市障害者支援施設臼田学園特別会計歳入歳出決算認定について ◎

67 令和３年度佐久市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ◎

68 令和３年度佐久市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎

提出された議案の
詳細はこちらをご
覧ください。
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【結果の表示】　◎全会一致で可決・認定・承認・同意
 全ての議案で全会一致だったため、賛否一覧はありません。

陳情の審議結果
番　号 陳　情　者 要　　　旨 審議結果

令和４年
陳情第３号

佐久市塚原2357
桜花会
会長　小林幸重

女性デジタル人材育成を強力に推進するため
の支援を求める意見書の提出を求める陳情 採択

●決算特別委員会
　９月定例会では、決算認定議案の審査を行うため、議長と議会選出監査委員を除く24名で構成する決算
特別委員会を、定例会初日（８月30日）に設置しました。正副委員長の互選の結果は以下のとおりです。
　また、決算審査の内容については８ページをご覧ください。
　なお、最終日（９月29日）、決算認定議案については全て全会一致で原案認定と決しました。
　委員長　清水 秀三郎　　副委員長　木内 義春

69 令和３年度佐久市奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について ◎

70 令和３年度佐久市環境エネルギー事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎

71 令和３年度佐久市工業用地取得造成事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎

72 令和３年度佐久市茂田井財産区特別会計歳入歳出決算認定について ◎

73 令和３年度佐久市国保浅間総合病院事業特別会計決算認定について ◎

74 令和３年度佐久市下水道事業特別会計の利益の処分及び決算認定について ◎

75 令和４年度佐久市一般会計補正予算（第７号）について ◎

76 令和４年度佐久市介護保険特別会計補正予算（第１号）について ◎

77 令和４年度佐久市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について ◎

78 令和４年度佐久市一般会計補正予算（第８号）について ◎

79 令和４年度佐久市一般会計補正予算（第９号）について ◎

80 令和４年度佐久市環境エネルギー事業特別会計補正予算（第１号）について ◎

諮問 
第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ◎

意見書案 
第４号 女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書の提出について ◎
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佐
久
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
改
築
に
伴
い
他
の
地
区
館
と
同
様
に
直
接
管
理
し

整
備
す
る
貸
室
の
使
用
料
設
定
の
た
め
の
改
正
。
佐

久
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
つ
い
て
は
今
後
、
公

共
用
地
の
先
行
取
得
等
予
定
が
な
く
、
所
期
の
目
的

を
達
し
、
役
割
を
は
た
し
た
と
認
め
ら
れ
る
の
で
同

公
社
を
解
散
し
、
保
有

す
る
現
金
、
預
金
及
び

不
動
産
に
つ
い
て
は
清

算
手
続
の
終
了
後
佐
久

市
に
帰
属
す
る
こ
と
を

確
認
。「
女
性
デ
ジ
タ

ル
人
材
育
成
を
強
力
に

推
進
す
る
た
め
の
支
援

を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
」
に

つ
い
て
は
採
択
。

　

公
園
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
委
員
に
よ
る
現

地
調
査
を
行
っ
た
上
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

砂
田
公
園
は
、
佐
久
平
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業

地
南
側
に
整
備
さ
れ
る
公
園
で
、
植
栽
工
事
を
除
き
、

９
月
末
に
完
了
、
供
用
開
始
と
な
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

佐
久
平
南
広
場
は
、
区
画
整
理
事
業
地
北
側
に
整

備
さ
れ
る
広
場
で
、
芝
生
広
場
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
ス

ペ
ー
ス
、
屋
根
付
き

広
場
な
ど
、
イ
ベ
ン

ト
で
の
使
用
の
ほ
か
、

行
き
か
う
人
々
の
憩

い
の
場
と
し
て
整
備

を
進
め
て
お
り
、
年

度
内
の
完
了
に
向
け

て
工
事
を
進
め
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

佐
久
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
と
市
民
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
印
鑑
登
録
証
明
の
申
請
に

当
り
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
印
鑑
登
録
証
と
み
な
し

申
請
で
き
る
こ
と
を
確
認
。
委
員
か
ら
シ
ス
テ
ム
改

修
は
必
要
な
の
か
と
の
質
疑
に
、
説
明
員
か
ら
は
シ

ス
テ
ム
改
修
は
特
に
し
て
い

な
い
と
の
答
弁
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
本
人
利
用
に

限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

代
理
人
が
証
明
を
申
請
す
る

場
合
は
印
鑑
登
録
証
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
ま
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
が
低
い
こ
と
か
ら
、
自
宅

で
ス
マ
ホ
申
請
で
き
る
こ
と

を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
を
要
望
し

ま
し
た
。

佐
久
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
、
令
和
３
年
度
都
市

構
造
再
編
集
中
支
援
事
業
佐
久
市
野
沢
会
館
改
築

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
な
ど
７
件
に
つ

い
て
審
査
し
原
案
可
決
と
決
し
ま
し
た
。

佐
久
平
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
新
た
に

整
備
さ
れ
る
砂
田
公
園
及
び
佐
久
平
南
広
場
を
都

市
公
園
に
加
え
る
と
と
も
に
、
佐
久
平
南
広
場
を
指

定
管
理
者
が
指
定
す
る
公
園
と
す
る
た
め
の
公
園
条

例
の
改
正
案
に
つ
い
て
、
原
案
可
決
と
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
54
号
佐
久
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
原
案
可
決

と
決
し
ま
し
た
。
11
月
１
日
供
用
開
始
の
野
沢
共

同
作
業
セ
ン
タ
ー
を
決
算
特
別
委
員
会
の
委
員
と

と
も
に
現
地
視
察
し
ま
し
た
。

条
例
案
３
件
、
事
件
案
４
件
の
計
７
件
を
原
案

可
決
。
新
規
陳
情
１
件
を
審
査

総
務
文
教
委
員
会
　
委
員
長
　
三
　
石
　
義
　
文

条
例
案
１
件
、
事
件
案
２
件
を
原
案
可
決

経
済
建
設
委
員
会
　
委
員
長
　
大
　
塚
　
雄
　
一

条
例
案
１
件
に
つ
い
て
原
案
可
決

社
会
委
員
会
　
委
員
長
　
小
　
林
　
歳
　
春

整備が進む佐久平南広場

常 委 会 査 報任 員 審 告

佐久市土地開発公社所有宮東団地
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こ
の
９
月
の
定
例
会
で
の
議
決
に
よ
り
、
一
般
会

計
予
算
の
総
額
は
約
537
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
や
物

品
等
の
価
格
高
騰
に
係
る
商
工
業
者
及
び
、
市
民
生

活
へ
の
支
援
と
し
て
商
品
券
の
配
付
や
、
情
報
化
を

推
進
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の
一
環
と
し
て
導
入
す
る
、
総

合
窓
口
シ
ス
テ
ム
に
係
る
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
改
修
や
、

路
線
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
交
通
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
シ
ス
テ
ム
導
入
等
の
予
算
が
主
な
内
容
で
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
予
算
案

６
件
は
、
予
算
委
員
会

の
各
分
科
会
に
よ
る
審

査
を
経
て
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
全
会
一
致
で

原
案
可
決
と
決
し
、
本

会
議
で
予
算
委
員
会
に

お
け
る
審
査
結
果
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

物
価
高
騰
対
策
の
た
め
の
、
市
民
一
人
当
た
り

３
千
円
の
商
品
券
及
び
、
デ
マ
ン
ド
交
通
さ
く
っ

と
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
シ
ス
テ
ム
導
入
等

の
事
業
費
に
係
る
補
正
予
算
案
を
審
査
し
、
全
会

一
致
で
原
案
可
決

令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正

予
算
案
６
件
を
全
会
一
致
で
原
案
可
決

予
算
委
員
会
　
委
員
長
　
土
　
屋
　
俊
　
重

　

電
算
シ
ス
テ
ム
管
理
費
に
つ
い
て
、
総
合
窓
口
シ

ス
テ
ム
構
築
に
合
わ
せ
、
市
民
が
住
所
移
転
等
の

届
け
出
を
行
う
際
に
、
椅
子
に
座
っ
て
手
続
が
で

き
る
よ
う
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
す
る
た
め
の
改
装

経
費
で
あ
り
設
計
、施
工
、監
理
一
式
の
委
託
を
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
業
者
を
選
定
す
る
こ

と
を
確
認
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
に
あ
た

　

民
生
費
の
「
児
童
保
育
事
業
費
・
市
単
児
童
保
育

事
業
費
･
幼
稚
園
助
成
事
業
費
」
は
、
保
育
所
、
認

定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
事
業
所
及
び
幼
稚
園
に

お
け
る
給
食
材
料
費
の
高
騰
に
伴
い
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量
を
保
つ
給
食
の
実
施
を
図

る
と
共
に
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
経
費

で
あ
り
、
一
食
あ
た
り
10
円
の
補
助
の
根
拠
と
し
て
、

　

商
工
費
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
助
成
事
業
費
は
、

物
価
高
騰
対
策
の
た
め
、
全
市
民
に
一
人
当
た
り

３
千
円
の
ギ
フ
ト
券
を
配
布
す
る
た
め
の
経
費
で
あ

り
、
登
録
店
舗
で
あ
れ
ば
大
型
店
、
中
小
店
と
区
別

な
く
使
え
る
共
通
券
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
取
扱
い
店
舗
に
お
け
る
ギ
フ
ト
券
の
換
金

は
、
市
内
の
金
融
機
関
で
行
え
る
よ
う
に
し
、
素
早

く
現
金
化
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
、
分
科
員
か
ら
は
「
前
回
ま
で
は
換
金
手
続
に
時

間
が
か
か
り
大
変
だ
っ
た
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
た
。

今
回
の
方
法
は
事
業
者
に
と
っ
て
大
変
あ
り
が
た
い

こ
と
と
思
う
。
今
後
に
お
い
て
も
、
市
民
や
事
業
者

に
寄
り
添
っ
た
取
組
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

り
、
利
用
者
な
ど
か
ら
も
意
見
を
聞
き
当
事
者
に
寄

り
添
っ
た
改
装
を
要
望
。
社
会
教
育
事
業
費
の
満
蒙

開
拓
平
和
記
念
館
自
治
体
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
負
担
金

に
つ
い
て
は
市
内
の
小
学
校
で
も
修
学
旅
行
で
訪
問

し
て
い
る
。
価
値
あ
る
施
設
と
思
う
の
で
、
市
内
の

小
学
校
等
に
本
市
市
民
が
無
料
で
入
館
で
き
る
日
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
含
め
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
。

昨
年
と
今
年
５
月
の
消
費
者
物
価
指
数
の
上
昇
率

４
・
１
％
を
現
行
の
給
食
費
に
掛
け
て
算
出
し
た
額

で
あ
る
事
を
確
認
。
衛
生
費
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
事
業
費
は
一
定
の
期
間
が
経

過
し
た
12
歳
以
上
の
市
民
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ

ク
チ
ン
接
種
経
費
、
対
象
者
は
８
万
１
千
人
で
個
別

接
種
と
集
団
接
種
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

予算委員会での審査内容を本会議において報告

市民生活に直結する予算を可決しました

総
務
文
教
分
科
会
　
分
科
会
長
　
三
　
石
　
義
　
文

経
済
建
設
分
科
会
　
分
科
会
長
　
大
　
塚
　
雄
　一

社
会
分
科
会
　
分
科
会
長
　
小
　
林
　
歳
　
春
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当
委
員
会
で
は
、
令
和
3
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
合
わ
せ
て
12
件
の
決
算
認
定
議
案
に
つ
い
て
本

会
議
で
付
託
を
受
け
、
予
算
が
公
正
・
適
正
・
効
果

的
に
執
行
さ
れ
た
の
か
、
市
民
の
福
祉
向
上
に
ど
の

よ
う
に
寄
与
し
た
の
か
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
総
務
文
教
・
経
済
建
設
・

社
会
分
科
会
の
3
分
科
会
を
設
置
し
、
専
門
性
を
活

か
し
、
よ
り
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
分
科
会
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
審
査
時
間
の

中
、
様
々
な
質
疑
・
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
、
慎
重

審
査
の
結
果
、
全
議
案
、
全
会
一
致
で
原
案
認
定
と

決
し
ま
し
た
。

決
算
認
定
全
議
案
を
全
会
一
致
で
原
案
認
定

決
算
特
別
委
員
会
　
委
員
長
　
清
　
水
　
秀
三
郎

　

徴
税
費
に
関
連
し
て
、
令
和
三
年
度
の
収
納
率

が
97
・
2
％
と
収
納
率
の
向
上
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。

財
政
状
況
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
の
で
収
納
率
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
る
よ
う
、
尽
力
願
い
た
い
。
河

川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
業
務
委
託
料
に
関
し

て
、
説
明
会
に
は
女
性
の
参
加
者
も
多
く
、
一
人
ひ

と
り
が
身
近
な
課
題
に
感
じ
て
い
る
。
ハ
ザ
ー
ド

　
「
心
の
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
・
佐
久
」
で
は
、
男
女
別

の
相
談
割
合
で
男
性
よ
り
女
性
が
多
い
事
を
確
認
。

自
殺
者
は
男
性
が
多
い
の
で
相
談
で
き
る
場
所
が
大

事
、
と
の
質
疑
に
、
男
性
に
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
て

も
ら
う
た
め
、
企
業
か
ら
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
も
ら

う
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
分
科
員
か

ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
や
す
い
環
境
作
り
と
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
能
力
も
大
事
な
の
で
引
き
続
き
取

　

農
業
費
の
水
産
業
振
興
費
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍

で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
る
中
、
県
の
地
域

発
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し
た
佐
久
鯉
の
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
は
３
回
実
施
す
る
の
み
と
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
宮
駅
前
及
び
東
京
の
銀
座

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
開
催
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

期
と
重
な
り
直
接
出
向
い
た
販
促
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
令
和
４
年
度
も
継
続
し
て
い
る
事
業

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
分
科
員
か
ら
は

「
佐
久
鯉
の
販
促
は
説
明
し
な
が
ら
味
わ
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
思
う
。
今
後
も
イ
ベ
ン

ト
を
活
用
し
更
な
る
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
は
避
難
時
の
大
き
な
ツ
ー
ル
な
の
で
市
民
に

定
着
す
る
よ
う
工
夫
し
て
ほ
し
い
。
佐
久
市
奨
学
資

金
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
新
規
貸
与
者
の
減
少
は
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｕ
コ
ス
モ
ス
育
英
基
金
の
給
付
を
受
け
る
方
、

ま
た
国
の
奨
学
金
制
度
の
給
付
面
で
の
充
実
が
あ
り
、

市
の
制
度
で
は
併
給
を
認
め
て
い
な
い
た
め
国
の
制

度
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
確
認
。

り
組
む
こ
と
を
要
望
。
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用
へ

の
補
助
金
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
支

援
事
業
」
が
事
実
婚
の
夫
婦
に
も
対
応
で
き
る
こ
と

を
確
認
。
浅
間
総
合
病
院
関
係
で
は
公
立
病
院
経

営
強
化
プ
ラ
ン
策
定
に
関
し
、
今
後
プ
ラ
ン
策
定

で
工
夫
し
黒
字
化
に
努
力
さ
れ
た
い
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教
分
科
会
　
分
科
会
長
　
三
　
石
　
義
　
文

経
済
建
設
分
科
会
　
分
科
会
長
　
大
　
塚
　
雄
　一

社
会
分
科
会
　
分
科
会
長
　
小
　
林
　
歳
　
春

令和３年度の決算を認定しました

決算特別委員会での審査内容を本会議において報告
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●下水道管理センターは、令和元年東日本台風によ
り被災し、総事業費約20億６千万円をかけて本
復旧・再度災害防止策等を行いました。このうち、
令和３年度には、約１億９千万円をかけて災害復
旧関連工事を行い、令和３年11月18日に完了し
ました。

●瀬戸区の河川等土砂搬出場は、令和３年度までに15
万立方メートルの浚渫土を受け入れています。令和
４年度は５万立方メートルを受け入れる予定です。

●野沢会館は約11億2,255万円をかけて、改築工事
中です。令和４年12月28日までに施設は完成予
定です。

●野沢共同作業センターは、約１億８千万円をかけ
完成しました。令和４年11月１日から供用開始予
定です。

●佐久市東会館の改築工事は平成29年度から令和３
年度まで総事業費約６億７千万円をかけ、令和３
年12月４日から施設利用を始めました。

●佐久平駅南土地区画整理事業は、約13億６千万円
をかけて幹線道路築造工事が終わり、令和４年９
月27日道路の開通式が行われました。
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15名の議員が市政を問いました

●一般質問の紙面は、質問した議員個々の責任で編集しております。ご不明な
点は、議員にお尋ねください。また、正式な記録は会議録でご覧ください。

●佐久ケーブルテレビ等やインターネットによる動画配信を行っていますので
是非ご覧ください。

一般質問とは
　議員がその属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し
事務の執行の状況及び将来に対する方針等について所信を質し、あるいは報告、説明を
求め又は疑問を質すことをいいます。

一 般 質 問

ひとくち
メモ

ひとくち
メモ

動画配信　QRコード

内
ないとう

藤　祐
ゆ う こ

子

旧
統
一
協
会
と
の
関
わ
り
・
障
害
者
雇
用
・

災
害
か
ら
市
民
の
安
全
を
守
る
課
題

◆
旧
統
一
協
会
と
の
関
わ
り

 　

反
社
会
的
勢
力
、
広
告
塔
と
し
て

利
用
さ
れ
る
こ
と
へ
の
認
識
及
び
こ

れ
ま
で
市
と
関
わ
り
は
あ
っ
た
の
か
。

 　

社
会
的
に
問
題
の
多
い
活
動
を
し

て
い
る
可
能
性
の
高
い
団
体
と
認
識

し
て
い
る
。
一
定
の
地
位
の
人
が
関

わ
る
と
、
安
心
感
を
与
え
る
可
能
性

が
あ
る
。
今
後
慎
重
に
対
応
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
マ
ス
ク
272
枚
の
寄
付
、

ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
で
表
敬
訪
問
、
フ

ラ
ッ
グ
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
記
入
、
世

界
日
報
の
取
材
を
受
け
記
事
掲
載
が

あ
っ
た
。
今
後
一
切
関
わ
り
は
持
た

な
い
。

◆
市
と
し
て
の
障
害
者
雇
用

 　

実
状
は
。

 　

法
定
雇
用
障
害
者
数
20
人
で
実
雇

用
率
は
2
・
58
％
。
法
定
雇
用
率

2
・
6
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
内
訳

は
身
体
障
害
13
人
、
精
神
障
害
4
人
。

昨
年
度
採
用
14
人
中
2
人
途
中
退
職
。

 　

雇
用
、
定
着
に
は
サ
ポ
ー
ト
が
必

須
。
厚
労
省
実
施
の
、
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
は
活
用
し
て
い
る
か
。

 　

こ
れ
ま
で
活
用
し
な
か
っ
た
が
、

今
後
活
用
し
て
い
き
た
い
。

 　

県
が
実
施
し
て
い
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

雇
用
（
1
年
間
県
で
採
用
し
、
一
般

企
業
へ
の
就
職
を
後
押
し
す
る
）
の

検
討
は
し
な
い
か
。

 　

県
の
よ
う
に
専
門
職
配
置
や
特
性

に
応
じ
た
業
務
を
作
っ
た
り
、
一
般

就
労
支
援
等
は
、
市
で
は
難
し
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
流
水
量
の
増
え
る
、
田
子
川
・
滑
津
川

は
じ
め
、
支
流
の
洪
水
対
策

・
福
祉
避
難
所
の
民
間
事
業
所
協
力
や
、

個
別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て

様々なフロント団体を名乗る旧統一協会
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臼
田
新
小
の
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

浅
科
小
の
給
食
室
廃
止
に
つ
い
て

Ｑ　
　

来
春
開
校
の
臼
田
新
小
で
敷
地
内

に
給
食
室
を
設
置
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

 　

子
ど
も
が
調
理
の
様
子
を
見
や
す

く
、
子
ど
も
の
感
想
を
す
ぐ
に
聞
け

る
こ
と
や
学
校
と
連
携
し
や
す
い
こ

と
な
ど
が
あ
る
。

 　

浅
科
小
の
給
食
室
廃
止
で
想
定
さ

れ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

 　

給
食
調
理
の
様
子
を
子
ど
も
た
ち

が
直
接
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
、

セ
ン
タ
ー
か
ら
学
校
ま
で
の
配
送
時

間
が
長
く
な
る
こ
と
、
設
備
や
新
た

な
配
送
車
、コ
ン
テ
ナ
、食
器
類
の
規

格
統
一
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
な

ど
。
そ
れ
ら
の
課
題
は
別
の
視
点
で

食
育
に
取
り
組
ん
で
補
っ
た
り
、
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
中
長

期
で
コ
ス
ト
削
減
し
た
り
し
て
い
く
。

 　

７
年
前
に
自
校
給
食
か
ら
セ
ン

タ
ー
へ
移
行
し
た
佐
久
城
山
小
の

ケ
ー
ス
を
ど
う
評
価
し
、
ど
の
よ
う

な
課
題
を
認
識
し
て
い
る
か
。

 　

栄
養
士
が
子
ど
も
と
一
緒
に
給
食

を
食
べ
る
頻
度
は
減
っ
た
が
、
限
ら

れ
た
機
会
を
有
効
活
用
し
て
丁
寧
な

説
明
に
努
め
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ス
の

意
見
は
届
い
て
お
ら
ず
、
セ
ン
タ
ー

給
食
は
自
校
給
食
と
比
べ
て
そ
ん
色

な
い
と
考
え
て
い
る
。

 　

今
回
の
変
化
を
後
々
検
証
で
き
る

よ
う
、
浅
科
小
の
児
童
や
保
護
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
考
え
は
。

 　

子
ど
も
た
ち
の
声
は
真
摯
に
聞
い

て
い
き
た
い
。

 　

子
ど
も
の
目
線
で
市
の
給
食
の
あ

り
方
を
根
本
か
ら
考
え
る
場
を
設
け

る
考
え
は
。

 　

貴
重
な
指
摘
と
し
て
受
け
止
め

た
い
。

塩
しおかわ

川　浩
ひ ろ し

志

佐久城山小の給食室の配膳風景
（2015年３月撮影）

長
野
欧
州
貿
易
支
援
機
構
に
つ
い
て

Ｑ　
　

生
産
者
、
企
業
に
と
っ
て
の
輸

出
は
、
国
内
輸
出
商
社
へ
の
卸
売
が

実
情
で
あ
り
、
本
当
の
価
値
に
対
す

る
対
価
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
生
産

者
が
ダ
イ
レ
ク
ト
で
欧
州
の
商
社
、

シ
ェ
フ
、
商
店
等
へ
輸
出
を
行
っ
て

こ
そ
、
利
益
の
拡
大
、
知
識
や
情
報
、

知
見
の
蓄
積
、 

欧
州
展
開
に
よ
る
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
。

当
該
機
構
の
概
要
と
行
政
会
員
で
あ

る
佐
久
市
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

 　

機
構
の
活
動
は
、
県
の
特
産
品
な

ど
の
輸
出
に
つ
い
て
ア
ジ
ア
圏
と
比

較
し
て
進
出
の
少
な
い
欧
州
へ
の
新

規
市
場
開
拓
を
進
め
、
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
の
高
い
欧
州
で
の
優
位
性
を

活
か
し
た
付
加
価
値
の
高
い
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
を
志
す
生
産
者
や
企
業
の
輸

出
を
支
援
す
る
組
織
。
既
に
フ
ラ
ン

ス
・
パ
リ
と
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
に
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
行
え

る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
、
食
の
専

門
家
で
欧
州
事
情
に
精
通
し
た
実
績

あ
る
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
確

保
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
総

合
的
な
輸
出
支
援
が
で
き
る
組
織
と

期
待
し
て
い
る
。
市
内
の
生
産
者
や

企
業
が
経
営
発
展
に
向
け
て
欧
州
へ

の
輸
出
に
取
り
組
む
場
合
に
、
展
示

会
等
に
参
加
す
る
経
費
の
助
成
措
置

を
用
意
す
る
。
今
後
、
具
体
的
な
取

組
が
進
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
状
況

に
応
じ
て
必
要
な
支
援
策
を
検
討
し

て
い
く
。 

行
政
間
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
県
内
市
町
村
と
機
構
の
理
念

を
共
有
し
、
ま
た
、
欧
州
へ
の
輸
出

の
意
欲
喚
起
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
な
ど
事
業
者
へ
の
周
知
を
図
る
。

清
し み ず

水 秀
ひでさぶろう

三郎
信州佐久の地酒を世界へ
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新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
者
、
濃
厚
接
触
者
の
投
票
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
学
級
人
数
と
小
学
校
の
副
読
本
に
つ
い
て

Ｑ　
　

陽
性
者
、
濃
厚
接
触
者
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
選
挙
時
に
お
け
る
投
票

行
動
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策

等
が
あ
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

 　

罹
患
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
選
挙

期
日
の
４
日
前
ま
で
は
、「
郵
便
等

投
票
」
の
規
程
に
準
じ
て
、
投
票
が

で
き
る
よ
う
当
面
の
間
の
特
例
と
し

て
昨
年
６
月
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

投
票
日
前
３
日
間
に
関
し
て
は
、
投

票
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
規
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
外
出
自
粛
要
請
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、 

理
解
を
得

る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
濃
厚
接
触
者
に
関
し

て
の
投
票
は
履
行
出
来
ま
す
。

 　

さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
と
の
話

が
散
見
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

長
野
県
は
、
国
に
先
駆
け
て
35
人
学

級
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
と

な
る
と
30
人
学
級
と
な
り
ま
す
が
、

客
観
的
数
字
で
把
握
し
た
い
の
で
小

中
学
校
の
学
級
人
数
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

Ａ　
　

現
況
、
市
内
17
小
学
校
の
１
学
級

あ
た
り
の
平
均
在
籍
生
徒
数
は
24
・

８
人
。
市
内
７
中
学
校
の
１
学
級
の

平
均
在
籍
数
生
徒
は
30
・
１
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 　

昨
年
９
月
議
会
で｢

ゆ
め
・
花
・

さ
く
し｣

副
読
本
の
成
り
立
ち
や
意

義
に
つ
い
て
答
弁
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
　
　
今
回
は
編
纂
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 　

編
纂
作
業
は
、
授
業
で
活
用
す
る

小
学
３
年
生
の
担
任
、
各
小
学
校
の

社
会
科
主
任
、
当
番
校
長
を
世
話
役

と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
用

内
容
は
、
３
年
生
全
児
童
に
配
布
し
、

社
会
科
の
各
単
元
に
お
い
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

城
し ろ た

田　領
りょう

川
西
赤
十
字
病
院
に
つ
い
て

佐
久
市
の
今
後
の
農
業
に
つ
い
て

Ｑ　
　

市
と
し
て
川
西
赤
十
字
病
院
の
役

割
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か

伺
い
ま
す
。

 　

地
域
の
皆
様
の
身
近
な
医
療
機
関

と
し
て
地
域
医
療
の
充
実
に
貢
献
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
川
西
地

域
唯
一
の
入
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
機
能
を
有
し
、
佐
久
市
地
域
完
結

型
医
療
に
お
き
ま
し
て
も
、
急
性
機

関
病
院
か
ら
の
患
者
の
受
入
れ
、
在

宅
ま
で
の
橋
渡
し
、
ま
た
、
か
か
り

付
け
医
院
と
し
て
の
診
療
な
ど
、
川

西
赤
十
字
病
院
は
、
地
域
に
根
差
し

た
医
療
機
関
と
し
て
、
無
く
て
は
な

ら
な
い
公
的
病
院
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

 　

今
年
度
で
組
合
か
ら
の
補
助
金
が

終
了
す
る
が
、
今
後
の
補
助
金
の
動

向
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 　

補
助
金
の
継
続
と
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
構
築
に
係
る
補
助
金
の
増
額

に
つ
い
て
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
川
西
保
健
衛
生
施
設
組

合
と
構
成
市
町
に
よ
る
協
議
が
は
じ

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 　

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
佐
久
市
の
考

え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 　

第
二
次
佐
久
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
に
お
い
て
、
生
産
の
安
定
、
作
業

の
省
力
化
、
担
い
手
の
確
保
の
観
点

か
ら
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
で
き
る

だ
け
速
や
か
に
生
産
現
場
に
普
及
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

 　

農
業
後
続
者
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

 　

地
域
農
業
を
維
持
す
る
た
め
、
戦

略
的
に
新
規
就
農
者
と
農
業
後
続
者

の
確
保
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

大
おおつか

塚　雄
ゆういち

一

地域になくてはならない川西赤十字病院
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デ
マ
ン
ド
交
通
「
さ
く
っ
と
」
の
本
格
運
行

に
向
け
て
・
学
校
給
食
費
を
無
償
化
に

◆
デ
マ
ン
ド
交
通
「
さ
く
っ
と
」

 　

実
証
運
行
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ

た
課
題
と
そ
の
改
善
に
つ
い
て
は
。

 　

課
題
と
し
て
い
る
内
容
は
、
①
予

約
が
取
れ
な
い
状
況
が
増
え
て
き
て

い
る
こ
と
。
②
乗
り
継
ぎ
回
数
の
改

善
。
③
病
院
な
ど
へ
の
停
留
所
の
設

置
な
ど
が
あ
る
。
課
題
に
対
し
て
、

運
行
エ
リ
ア
の
見
直
し
、
デ
マ
ン
ド

交
通
車
両
の
増
車
、
停
留
所
設
置
基

準
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

 　

休
日
運
行
、
正
午
か
ら
午
後
１
時

及
び
午
後
６
時
ま
で
の
運
行
時
間
拡

大
の
要
望
に
対
応
で
き
な
い
か
。

 　

タ
ク
シ
ー
と
の
「
す
み
分
け
」
を

行
い
、
タ
ク
シ
ー
事
業
を
「
圧
迫
」

せ
ず
、
共
存
し
た
運
行
を
実
施
し
て

い
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
な
ど
が
あ

り
、
休
憩
時
間
の
確
保
か
ら
、
現
状

で
は
運
行
時
間
の
拡
大
に
つ
い
て
の

対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

◆
学
校
給
食
費
を
無
償
化
に

Ｑ　
　

佐
久
市
で
は
こ
こ
６
年
間
で
年
少

人
口(

０
歳
か
ら
14
歳)

が
771
人
減

少
し
て
い
る
。
意
識
調
査
結
果
か
ら

も
、
経
済
的
支
援
が
子
育
て
支
援
策

に
は
最
も
重
要
だ
。
佐
久
地
域
で
は
、

８
町
村
が
学
校
給
食
費
を
無
償
化
に

し
て
い
る
。
ま
ず
は
全
額
で
な
く
て

も
、
学
校
給
食
費
に
補
助
を
検
討
で

き
な
い
か
。

 　

学
校
給
食
費
は
受
益
者
負
担
を
大

前
提
に
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
給

食
費
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。
国

の
交
付
金
を
活
用
し
、
高
騰
す
る
食

材
費
の
増
額
分
に
つ
い
て
は
、
今
定

例
会
で
予
算
計
上
し
て
い
る
。

小
こばやし

林　松
ま つ こ

子

2022年度　佐久地域の各市町村の学校給食費  
　　　　　　無償化実施状況一覧

２０２２年９月５日現在

土
つ ち や

屋　啓
ひ ろ こ

子

佐
久
市
の
防
災
の
現
状
に
つ
い
て

Ｑ　
　

昨
年
全
国
各
地
で
風
水
害
が
起
き

て
い
る
。
市
で
は
災
害
が
発
生
し
た

時
、
ま
た
発
生
し
そ
う
な
場
合
の
避

難
所
・
避
難
場
所
の
開
設
の
判
断
と

運
営
に
つ
い
て
。

 　

19
号
台
風
の
経
験
を
教
訓
に
、
開

設
・
運
営
が
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
準
備
し
て
い
く
。

　
　
　

県
や
気
象
台
か
ら
の
情
報
を
考
慮

し
、
避
難
所
を
選
定
し
、
必
要
に
応

じ
て
区
や
関
係
機
関
と
調
整
し
開
設

を
決
定
す
る
。
市
の
地
域
防
災
計
画

に
従
い
各
対
策
部
が
活
動
に
あ
た
る
。

　
　
　

責
任
者
は
、
状
況
確
認
し
な
が
ら

運
営
の
任
務
に
あ
た
り
、
本
部
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
運
営
す
る
。

 　

避
難
所
開
設
訓
練
や
教
育
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

 　

避
難
所
に
お
け
る
職
員
の
対
応
力

向
上
が
課
題
で
あ
っ
た
。
令
和
２
年

よ
り
対
策
部
全
職
員
を
対
象
に
、
基

礎
研
修
型
訓
練
・
避
難
所
を
再
現
し

た
実
践
型
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

昨
年
野
沢
地
区
・
本
年
中
込
地
区

で
「
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
」
を
、

職
員
と
合
同
で
実
施
し
た
。

　
　
　
「
女
性
専
用
共
有
ス
ペ
ー
ス
」「
福

祉
避
難
所
」「
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
」

な
ど
の
説
明
も
合
わ
せ
て
行
っ
た
。

 　

福
祉
避
難
所
は
２
次
避
難
所
と

な
っ
て
お
り
、
災
害
の
中
、
他
の
場

所
へ
の
移
動
は
困
難
で
あ
る
。

　
　
　
は
じ
め
か
ら
開
設
で
き
な
い
の
か
。

 　

状
況
に
応
じ
な
が
ら
、
避
難
開
始

当
初
か
ら
開
設
で
き
る
体
制
整
備
を

進
め
る
と
共
に
、「
個
別
避
難
計
画
」

の
取
組
も
合
わ
せ
て
進
め
て
い
く
。

市町村 無償化を実施 実施期間の状況
小諸市

軽井沢町 〇 恒久的
御代田町 〇 恒久的
立科町
佐久市

佐久穂町 〇 今年度末まで
小海町 〇 恒久的
南牧村 〇 今年度末まで
川上村 〇 今年度末まで

南相木村 〇 恒久的
北相木村 〇 恒久的

避難訓練でのパーティション組み立て
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

わ
か
り
や
す
い
周
知
を

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
わ
か
り

や
す
い
周
知
を

 　

第
7
波
で
は
、「
保
健
所
へ
の
連

絡
が
つ
な
が
り
づ
ら
い
」
と
の
市
民

の
声
が
あ
っ
た
。
市
民
の
不
安
の
解

決
の
た
め
、
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や

回
覧
板
を
使
い
、
最
新
情
報
の
わ
か

り
や
す
い
周
知
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

 　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

Ｆ
Ｍ
さ
く
だ
い
ら
、
佐
久
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
等
で
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
広
く
わ
か
り
や
す
い
情

報
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

 　
「
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
」

を
申
請
で
き
な
か
っ
た
保
護
者
か
ら

「
も
っ
と
周
知
し
て
く
れ
て
い
た

ら
」
と
の
声
が
あ
っ
た
。
保
護
者
へ

の
周
知
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

 　

小
学
校
、
保
育
園
等
に
お
い
て
、

当
制
度
の
チ
ラ
シ
等
を
印
刷
し
て
配

布
し
た
他
、
各
学
校
、
保
育
園
で
工

夫
し
な
が
ら
周
知
を
し
て
い
る
。

Ｑ　
　
「
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
」

が
11
月
ま
で
延
長
と
な
る
た
め
、
再

度
メ
ー
ル
連
絡
配
信
シ
ス
テ
ム
も
使

い
、
し
っ
か
り
周
知
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

 　

メ
ー
ル
連
絡
配
信
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
の
ル
ー
ル
に
基
づ

い
て
運
用
し
て
い
る
。
学
級
閉
鎖
等

の
状
況
に
応
じ
て
、
各
学
校
が
周
知

方
法
の
選
択
肢
と
出
来
る
よ
う
、
検

討
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
高
齢
者
を
熱
中
症
か
ら
守
る
た
め
、
エ

ア
コ
ン
設
置
の
助
成
制
度
を
新
設
で
き

な
い
か

・
佐
久
市
に
寄
贈
さ
れ
る
井
出
孫
六
さ
ん

の
蔵
書
等
の
収
蔵
場
所
と
今
後
の
活
用

方
法
に
つ
い
て

三
みついし

石　知
さ と し

志

市
民
生
活
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

保
育
環
境
改
善
に
つ
い
て

◆
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
設
置
に
つ
い
て

 　

本
市
に
提
出
さ
れ
る
死
亡
届
の
年

間
件
数
は
。

 　

令
和
３
年
度
は
１
２
５
２
件
。

 　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
お
く
や
み

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

 　

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
人
員
配
置
等

が
課
題
。
来
年
度
か
ら
の
総
合
窓
口

シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が

ら
、
窓
口
対
応
に
心
掛
け
る
。　

 　

公
共
施
設
の
男
子
用
ト
イ
レ
に
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
が
で
き

な
い
か
。　

 　

市
民
の
利
用
が
多
い
公
共
施
設
を

中
心
に
、
管
理
上
の
事
情
に
配
慮
す

る
中
で
、
可
能
な
限
り
多
く
の
施
設

で
の
設
置
に
向
け
、
前
向
き
に
検
討

す
る
。　

◆
保
育
園
で
の
使
用
済
紙
お
む
つ
の
持
ち

帰
り
に
つ
い
て
。

 　

公
私
立
保
育
園
で
の
紙
お
む
つ
の

保
管
及
び
処
分
状
況
は
。

Ａ　
　

保
管
用
の
バ
ケ
ツ
や
袋
で
一
時
保

管
し
、
降
園
時
に
合
わ
せ
、
新
聞
紙

に
包
み
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
園

児
の
カ
バ
ン
に
結
ぶ
等
し
て
保
護
者

の
皆
様
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

 　

衛
生
面
や
感
染
症
等
を
考
慮
し
て

保
育
所
で
処
分
で
き
な
い
か
。

 　

保
護
者
の
負
担
軽
減
、
衛
生
面
、

保
育
士
の
個
別
の
作
業
等
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、

施
設
で
の
保
管
の
た
め
周
辺
へ
の
臭

い
対
策
や
保
管
場
所
の
確
保
の
課
題

が
あ
る
。
今
後
施
設
で
の
処
分
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

小
こばやし

林　歳
としはる

春
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地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
の
振
興
・

犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

◆
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
の
振
興

策
に
つ
い
て

 　

市
内
の
歴
史
的
建
造
物
や
街
道
、

食
文
化
、
豊
か
な
自
然
な
ど
の
観
光

資
源
を
生
か
し
て
い
く
た
め
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

 　

1
点
目
は
、
こ
れ
ま
で
単
独
で
Ｐ

Ｒ
し
て
き
た
観
光
資
源
を
旅
行
者

ニ
ー
ズ
に
組
み
合
せ
て
、
地
域
の
魅

力
を
モ
デ
ル
コ
ー
ス
と
し
て
構
築
す

る
。
2
点
目
は
、
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
を

活
用
し
調
査
分
析
を
し
、
顧
客
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
る
。
3
点
目
は
、

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
、
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ

ン
等
の
発
行
に
よ
る
観
光
情
報
を
効

率
的
・
効
果
的
に
届
け
る
た
め
の
取

組
を
す
る
。

◆
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

 　
日
常
生
活
の
支
援
と
二
次
被
害
防

止
策
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

 　

方
向
性
の
柱
と
し
て
、
1
つ
目
は
、

「
様
々
な
経
費
負
担
の
増
加
に
対
応

す
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
」
に
取
組

む
。「
支
援
金
」
の
支
給
を
考
え
て

い
る
。
2
つ
目
と
し
て
、「
犯
罪
被

害
を
軽
減
し
日
常
生
活
の
再
建
を
目

指
す
支
援
」
に
取
り
組
む
。
既
存
施

設
の
活
用
や
「
日
常
生
活
の
営
み
を

維
持
す
る
た
め
の
支
援
」、
心
理
面

や
就
労
面
で
の
支
援
を
し
て
い
く
。

3
つ
目
と
し
て
、「
誹
謗
中
傷
な
ど

の
二
次
被
害
防
止
を
図
る
施
策
」
に

取
り
組
む
。
支
援
の
必
要
性
に
関
す

る
教
育
・
啓
発
等
を
通
じ
て
、
地
域

社
会
全
体
で
犯
罪
被
害
者
等
を
支
え

て
い
く
た
め
の
理
解
を
深
め
て
い
け

る
施
策
を
講
ず
る
。

小
こ が ね ざ わ

金沢 昭
あきひで

秀

デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
取
組
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
交
通
「
さ
く
っ
と
」
に
つ
い
て

◆
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
取
組
に
つ
い
て

 　
導
入
を
予
定
し
て
い
る
総
合
窓
口

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
。

 　

市
民
課
の
窓
口
に
お
い
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
の
申
請
が
可
能
と
な

り
「
書
類
を
極
力
書
か
な
く
て
済
む

窓
口
」
を
構
築
す
る
も
の
。
市
民
窓

口
で
の
申
請
に
よ
り
他
部
署
で
必
要

な
手
続
に
関
し
て
も
情
報
共
有
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
県
下
19
市
初
の
取
組

と
な
る
。

 　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
に
向
け
た
取
組
と
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
。

 　

普
及
促
進
に
向
け
区
や
企
業
へ
の

出
張
申
請
受
付
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐

久
平
店
で
の
出
張
窓
口
開
設
な
ど
で

推
進
。

◆
デ
マ
ン
ド
交
通「
さ
く
っ
と
」に
つ
い
て

 　
デ
マ
ン
ド
交
通
「
さ
く
っ
と
」
の

実
証
運
行
状
況
に
つ
い
て
。

 　

本
年
８
月
末
時
点
の
登
録
者
数
は

３
１
３
７
人
、
男
性
が
１
０
６
６
人

女
性
が
２
０
７
１
人
、
75
歳
以
上
の

登
録
数
が
１
９
０
８
人
で
全
体
の
６

割
を
占
め
て
い
る
状
況
。

 　
現
状
は
75
歳
以
上
の
免
許
証
返
納

者
が
自
宅
前
乗
降
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
が
元
々
免
許
証
を
取
得
し
て
い

な
い
方
々
で
75
歳
以
下
で
は
あ
る
が

足
腰
の
不
調
な
ど
状
況
に
応
じ
て
自

宅
前
乗
降
の
対
象
と
な
ら
な
い
か
。

 　

現
時
点
で
は
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
が
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
の
た
め

の
公
共
交
通
の
観
点
か
ら
今
後
検
討
。

渡
わたなべ

辺　康
やすのり

徳

内山牧場キャンプ場
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穂
の
香
乃
湯
の
民
営
化
方
針
に
つ
い
て

佐
久
鯉
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
に
つ
い
て

Ｑ　
　

穂
の
香
乃
湯
に
対
す
る
市
の
認
識

と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
は
。

 　

旧
浅
科
村
時
代
に
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
民
の
健
康

増
進
、
地
域
間
交
流
の
推
進
、
福
祉

の
向
上
の
た
め
整
備
を
し
た
施
設
で

あ
り
、
現
在
は
佐
久
市
振
興
公
社
が

指
定
管
理
運
営
を
し
て
い
る
が
、
大

変
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
。

施
設
の
機
能
性
、
経
済
性
な
ど
を
考

慮
す
る
と
、
当
該
施
設
の
行
政
財
産

と
し
て
の
用
途
を
廃
止
し
、
普
通
財

産
と
し
た
上
で
、
民
間
事
業
者
へ
の

譲
渡
ま
た
は
貸
付
け
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
並
行
し
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
市
場
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

民
間
活
用
が
難
し
い
と
判
断
さ
れ
る

場
合
は
、
施
設
の
廃
止
も
検
討
し
な

く
て
は
い
け
な
い
。

 　

住
民
説
明
に
つ
い
て
は
。

 　

10
月
を
目
途
に
、
関
係
住
民
の
皆

様
に
説
明
を
申
し
上
げ
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
調

査
結
果
に
つ
い
て
も
、
住
民
説
明
会

を
開
催
し
、
丁
寧
に
説
明
の
上
、
相

互
理
解
が
深
ま
る
よ
う
取
り
組
む
。

 　

佐
久
鯉
に
対
す
る
市
の
認
識
は
。

 　

江
戸
時
代
よ
り
市
民
の
食
卓
を
潤

し
て
き
た
大
切
な
食
文
化
で
あ
る
と

共
に
、
貴
重
な
観
光
資
源
で
も
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

 　

支
援
と
し
て
の
取
組
は
。

 　

物
価
高
騰
に
よ
る
飼
料
価
格
の
上

昇
な
ど
生
産
環
境
は
大
変
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
養
殖
業
者
の
経

営
安
定
を
図
る
た
め
、
飼
料
価
格
の

高
騰
分
に
対
す
る
支
援
措
置
を
今
定

例
会
に
予
算
案
を
提
出
し
た
。

高
たかやなぎ

栁　博
ひろゆき

行

社
会
基
盤
整
備
と
し
て
橋
梁
の
維
持
管
理
は

保
育
士
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て

　
　
　

市
道
の
橋
梁
に
つ
い
て
。

 　

市
内
で
は
現
在
751
の
橋
梁
を
管
理

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
平
成
26
年
か

ら
30
年
の
5
か
年
で
743
橋
梁
の
点
検

が
終
わ
っ
た
。
点
検
結
果
で
は
、
診

断
判
定
区
分
Ⅰ
「
健
全
」
231
橋
、
区

分
Ⅱ
「
予
防
保
全
段
階
」
459
橋
、
区

分
Ⅲ
「
早
期
処
置
段
階
」
53
橋
、
区

分
Ⅳ
「
緊
急
処
置
段
階
」
は
０
橋
で

あ
っ
た
。

 　

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
つ
い
て
。

 　

市
内
の
橋
梁
は
、
建
設
後
30
年
以

上
を
経
過
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

令
和
2
年
度
か
ら
の
10
年
間
で
、
判

定
区
分
Ⅱ
の
85
橋
と
、
判
定
区
分
Ⅲ

の
51
橋
の
合
計
136
橋
を
優
先
的
に
、

長
寿
命
化
計
画
を
実
施
す
る
方
針
と

な
っ
て
い
る
。

 　

測
量
設
計
業
者
・
建
設
業
者
と
の

連
携
に
つ
い
て
。

 　

災
害
復
旧
や
除
雪
な
ど
地
元
業
者

の
皆
様
の
協
力
が
不
可
欠
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
に
対
処
す
る
た
め
に
新
技
術

の
導
入
が
図
ら
れ
て
い
る
。
定
期
的

に
意
見
交
換
を
行
い
、
調
査
研
究
を

重
ね
て
い
る
。

 　

保
育
士
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境

に
つ
い
て
。

 　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
な
環
境

を
守
る
た
め
、
職
員
体
制
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
配
置
し
、
園
長
を
中
心
に
職

員
間
で
連
携
を
図
り
、
予
期
せ
ぬ
事

態
や
保
護
者
と
の
様
々
な
相
談
に

対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
、
保
護
者
の
皆
様

の
利
便
性
の
向
上
と
、
保
育
士
の
業

務
の
効
率
化
や
負
担
軽
減
を
図
っ
て

い
く
。

木
き う ち

内　義
よしはる

春
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フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　
　

映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ

な
ど
映
像
作
品
の
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

撮
影
の
支
援
を
行
う
、
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
。
　

 　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
日
本

全
国
に
約
350
団
体
あ
り
、
当
該
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
地
域
が
映
像
化
さ
れ
、

観
光
客
の
増
加
や
地
域
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

佐
久
市
で
は
現
在
、
独
自
の
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
設
立
さ
れ
て

い
な
い
が
、佐
久
市
観
光
協
会
が「
信

州
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
に
所
属
し
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
活
動
内
容
と
し
て
は
映
像

作
成
者
の
要
望
を
受
け
、
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
紹
介
、
連
絡
調
整
、
食
事

や
宿
泊
場
所
の
手
配
な
ど
、
ま
た
、

作
品
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
う
場
合
も
あ
る
。

 　

若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
賑
わ
い
の
あ
る
街
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
市
が
関
係

す
る
支
援
策
に
つ
い
て
。　

Ａ　
　

芸
術
文
化
活
動
を
行
う
市
民
に
対

し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン
ク
の
登
録

制
度
を
設
け
る
ほ
か
、
活
動
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
芸
術
文
化
活
動
事

業
補
助
金
制
度
、
全
国
規
模
の
大
会

へ
の
出
場
者
に
対
し
芸
術
文
化
振
興

激
励
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　
　
　

ま
た
、
佐
久
全
国
臨
書
展
や
武
論

尊
氏
に
よ
る
100
時
間
漫
画
塾
な
ど
は
、

市
の
芸
術
文
化
の
発
展
と
Ｐ
Ｒ
効
果

に
寄
与
し
て
い
る
。

　
　
　

市
で
は
今
後
も
補
助
制
度
や
、
発

表
や
活
動
機
会
の
提
供
、
人
材
の
発

掘
や
育
成
を
支
援
し
て
い
く
。

小
こばやし

林　英
ひであき

朗

加
か と う

藤 夕
ゆ き こ

紀子

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
を
受
け
、

市
の
有
機
農
業
へ
の
考
え
を
伺
う

Ｑ
．　

有
機
農
業
の
現
状
と
課
題
。

 　

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

よ
る
と
、
市
内
で
は
現
在
232
経
営
体

が
約
300
ヘ
ク
タ
ー
ル
取
り
組
ん
で
お

り
、
経
営
体
全
体
の
約
８
％
で
あ
る
。

通
常
の
栽
培
に
比
べ
て
収
穫
量
が
不

安
定
で
あ
り
、
有
機
農
業
な
ら
で
は

の
技
術
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
販

売
先
の
確
保
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
実

態
が
あ
る
。

 　

有
機
農
業
拡
大
に
向
け
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
感
は
。

 　

国
は
今
年
の
５
月
に
「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
法
」
を
制
定
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
環
境
へ
の
負
荷

を
低
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環

境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス

テ
ム
の
確
立
を
図
り
、
農
業
の

持
続
的
発
展
に
結
び
付
け
る
た

め
の
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
は
県
と
の
連
盟
で
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
た
基

本
計
画
を
策
定
す
る
。
１
年
目

よ
り
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取

得
で
き
る
よ
う
、
試
験
的
に
ほ
場
じ
ょ
う

斡あ
っ

旋せ
ん

支
援
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、

今
秋
玉
ね
ぎ
生
産
か
ら
根
菜
類
を
中

心
に
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
栽
培
の

試
験
栽
培
に
取
り
組
む
予
定
。
得
ら

れ
た
試
験
結
果
を
広
く
周
知
し
、
有

機
農
業
を
拡
大
す
る
。

 　

出
口
戦
略
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

 　

農
業
経
営
者
が
自
ら
の
経
営
判
断

の
中
で
選
択
し
て
い
た
だ
く
の
が
基

本
で
あ
る
が
、
市
と
し
て
も
バ
イ

ヤ
ー
や
消
費
者
へ
の
情
報
発
信
な
ど
、

利
用
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

学
校
給
食
有
機
米
化
施
策
木
更
津
市
の
有
機
米
ほ
場
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　子どもたちを取り巻く現状や意識を把握するため市内の小中
学生を対象にアンケート調査を行う事に関し、調査対象や内容
及び方法についてのご意見をいただきました。

総務文教委員会では、9月28日に教育委員会、10月4日に校長会と（仮称）佐久市
いじめ防止対策に関する条例制定に向けた意見交換会を開催し、条例（素案）
に対するアドバイス、教育委員会や学校の状況等についてのご意見をいただき
ました。

◦第９条（素案）で不登校と、いじめ
が並列に扱われているが、不登校は
子供の状態であり、いじめは撲滅し
なくてはいけない問題であるので、分けて考えていただきたい。

◦佐久市のカラーをだせる宣言や文言、また、佐久市が条例を制定する意義というものを入れていただ
きたい。

◦第７条（素案）の「保護者の責務」で子がいじめを受けた場合の対応方法も明記していただきたい。

共通の意見

◦教育委員会では令和４年度「いじめ防止連絡協議会」設置に向けた要綱を策定中で、来年４月頃の設
置を考えています。

◦９条（素案）の「佐久市不登校等対策連絡協議会」を、「いじめ防止連絡協議会」を置くに変更して
いただきたい。

◦10条（素案）の「いじめ問題調査委員会」は、いじめ防止対策推進法においては、「必要があると
認める時」とされているので、その事を明記する必要があります。

◦いじめに関しては程度があり、いじめがあるとすれば、学校内で解決するためにサポートするのが教
師であり、そのためにアンテナを立てていることが大事だと考えています。

◦市内の中学でもネットいじめがあり、学校には先進地の対応を情報提供してまいります。
◦障害のある子どもへの接し方についての理解を深める必要があります。

教育委員会の主な意見

◦いじめが起きた時の対策だけでなく、いじめが起こらないように
するために家庭での養育環境を整えるプラス思考が必要です。

◦環境作りという意味では、市民の役割が大きいと感じています。
子どもを通報するような監視社会になってはいけませんが、学校
と地域で、オープンに子どもを見守る環境づくりができれば良い
と考えています。

◦佐久市では、以前から「Saku kidsメディア Safety」を立ち上げ、ネット関係には力を入れているの
で、一つの特徴といえます。

◦中学校でもネットいじめの判断は難しく、生徒とは切り離せない問題です。
◦生活記録から読み取れる情報は多いが、軋轢がない人間関係はないので、それを乗り越えて子どもは

成長してゆくはずです。人間関係が豊かな市民を創るための条例制定をお願いします。

校長会の主な意見

社会委員会では、９月22日に佐久市教育長・学校
教育部と「子どもの権利条例」制定に向けての
アンケート調査について意見交換を行いました。
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次回定例会のお知らせ
【令和４年12月定例会】開催予定日

※日程は、諸事情により変更となる場合があります。

子どもの権利
～会話をしてみましょう～

手 話 を学ぼう

上記に関する問い合わせ先　佐久市議会事務局
　　　　　　　　　　　　　電話 0267-62-3495（直通）

あなたも議会を
傍聴してみませんか。

★次の定例会（令和４年12月定例会）の日程
は下欄のとおりです。

　　本会議同様、各常任委員会、各特別委員会、
議会運営委員会も傍聴いただけます。

　　ただし、委員会会場の都合上、希望者多数
の場合は、開会前に抽選を行いますのでご了
承ください。

※ご注意ください
　　本会議、委員会とも傍聴の際は、マスクを

着用いただき、携帯電話の電源をお切りくだ
さい。また、会議の模様を撮影、録音するこ
とはできません。

　　聴覚に障害のある方で、議会の傍聴を希望
される場合、手話通訳及び要約筆記を配置い
たします。事前に申込みが必要
になりますので、詳しくはホー
ムページでご覧ください。

佐久市内で撮影した
行事・風景などの
写真や、イラストを
募集中です。

　次回２月１日発行号の締
切りは、12月27日までと
なっております。
　２月１日発行号から応募作
品は市役所市民ホールへ展示し
ます。
　詳細は、佐久市議会ホーム
ページをご覧いただくか、議会事
務局へお問い合わせください。

議会だより表紙
大募集中!!

今号も多数ご応募いただき
ありがとうございました。

［子ども］
両手を開いて手のひらを下に向けて、
子どもの頭をポンポンとするように
外側に移動します。
［権利］
左手を握って腕を折り曲げ、
右手人差指で力コブを描き、

右手で指文字の「り」を示します。

YouTube佐久市議会
チャンネルでも配信中

日 月 火 水 木 金 土

11月20日 21 22 23 24 25 26

本会議
（開会）

27 28 29 30 12月1日 2 3

4 5 6 7 8 9 10

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案質疑）

委員会

11 12 13 14 15 16 17

委員会 委員会 委員会 委員会

18 19 20 21 22 23 24

本会議
（閉会）
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佐久市議会ホームページ
QRコード

資源保護のため植物油インキ／再生紙を使用しています。 UDフォントを使用しています。

発行／佐久市議会　〒385-8501 長野県佐久市中込3056番地  TEL.0267（62）3495（直通）  FAX.0267（62）7910（直通）  編集／広報広聴特別委員会

●佐久平駅南土地区画整理事業市道開通式
　去る９月27日、佐久平駅南土地区画整理事業市道開通式が約50名の来
賓出席の下、挙行されました。市道2-324号線は愛称公募により、佐久の
未来の夢を花咲かせてほしい期待の道であることに願いを込め「夢佐久
通り」と命名されました。道路の特徴は、電線共同溝による無電柱化が
図られ、幅の広い歩道や所々に設置された休憩ベンチ、また多種の桜が
植樹され、春ともなれば、満開の桜を目でることができ、市民の交流する憩いのスポットになることは
想像に難くありません。今後は、順次オープンする商業施設やマンション、ホテルと一体化し、交流人
口の創出や、移住促進を牽引する、新たな街としての形成が期待されます。
　当日はテープカット後、地元の岩村田保育園の園児も加わり風船を飛ばし、市道の開通を参加者全員
で祝いました。

岩
い わ ま

間　徠
ら い き

希 さん
（佐久城山小学校６年生）

佐久っ子の夢、応援します!

　岩
い わ ま

間徠
ら い き

希さんの将
しょうらい

来の夢
ゆめ

は放
ほうしゃせん

射線技
ぎ し

師になることです。テ
レビドラマの「ラジエーションハウス」を観

み

たのがきかっけ
で、放

ほ う し ゃ ん

射線技
ぎ し

師が人
ひと

を救
すく

うための大
だ い じ

事な仕
し ご と

事の１つだと言
い

う
ことを初

はじ

めて知
し

りました。将
しょう

来
らい

自
じ ぶ ん

分も放
ほうしゃせん

射線技
ぎ し

師になり沢
たくさん

山
の人

ひと

を救
すく

いたいと思
おも

うようになりました。その夢
ゆめ

に向
む

かって
何
なに

ができるか考
かんが

えた時
とき

に、今
いま

は学
がっこう

校の勉
べん

強
きょう

を一
いっしょう

生懸
けんめい

命頑
が ん ば

張る
ことが一

いちばん

番だと思
おも

い、現
げんざい

在は学
がっこう

校の勉
べん

強
きょう

に励
はげ

んでいます。そ
う語る岩

い わ ま

間さんは皆
みな

のために何
なに

かやりたいとの強
つよ

い気
き も

持ちを
持
も

っていて、今
こ と し

年は児
じ ど う か い

童会の副
ふくかいちょう

会長となり、児
じ ど う か い

童会の活
かつどう

動
をされています。普

ふ だ ん

段はサッカーもやっており、スポーツも
得
と く い

意な岩
い わ ま

間さんは今
こ と し

年の運
うんどうかい

動会ではリレーの選
せんしゅ

手に選
えら

ばれて
います。

聞かせてあなたの夢
佐久市の小学６年生が夢を語ります

９月27日

　昨年度は、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策として中止としました「議会と語ろう会」について、会場を
本会議場として、11月19日（土）に開催することといたしました。ぜひ皆様の声をお聞かせください！
　また、今回は、初めての試みとして、オンラインでの参加も可能としましたので、大勢の皆さんのご参加を
お待ちしています。

　会場での参加につきましては、事前申込による先着30名様までとさせていただきます。
　お申込みは、来場される方は電話又はFAXで、お名前、電話番号をお知らせください。
　オンライン会議（Zoom）の参加申し込みにつきましては、下記のQRコードまたは議会事務局までメール
にて申し込みをお願いします。
　メールでの申し込みの場合、住所・氏名・連絡先（電話番号）を必ずご記入ください。
　なお、空きがある場合に限り当日も受付をいたします。

※手話通訳・要約筆記を配置いたします。
※託児が必要な方は、令和４年11月７日（月）までにお申し込みをお願いいたします。

日 時

会 場

内 容

意見交換テーマ

11月19日㊏ 午前10時から
正午まで令和４年

佐久市役所  議会棟
第１部  議会報告（本会議場）
第２部  意見交換（議会棟内会議室）

申込連絡先　電話 0267-62-3495（議会事務局）　FAX 0267-62-7910　メール gikai@city.saku.nagano.jp

令和４年度
議会報告・意見交換会 議会と語ろう会

令和元年度議会と語ろう会の様子

議会・市政に対するあなたの意見を聞かせてください（フリートーク）


